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科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状①

大学（学部）の学生に占める女性の割合

諸外国の研究者に占める女性割合

1（出典）文部科学省「令和２年度学校基本統計」

（出典）総務省「科学技術研究調査」（令和２年），
ＯＥＣＤ“Main Science and Technology Indicators ”，
米国国立科学財団（National Science Foundation：ＮＳＦ）“Science and Engineering Indicators”

生理学・医学 物理学 化学 計

アメリカ 5 2 2 9

欧州 5 1 4 10

日本 0 0 0 0

その他 2 1 1 4

全体 12 4 7 23

女性ノーベル賞受賞者数（自然科学分野）

※2020年までの受賞者を集計。
※その他の国は、イスラエル、オーストラリア、中国、カナダ。

日本 OECD平均

全体 男性 女性 全体 男性 女性

科学的リテラ
シー平均得点

529点 531点 528点 489点 487点 490点

数学的リテラ
シー平均得点

527点 532点 522点 489点 491点 487点

読解力平均得点 504点 493点 514点 487点 472点 502点

OECD生徒の学習到達度調査(PISA)2018年調査の国際比較

※OECD PISA（Programme for International Student Assessment）2018 より作成

(％)



大学・大学院等の理工系分野における教授等に占める女性の割合の推移

(備考) １．文部科学省「学校教員統計調査」（令和元年度）の調査票をもとに内閣府男女共同参画局作成。
２．「大学・大学院等」は、大学の学部、大学院の研究科、附置研究所、学内共同教育研究施設、共同利用・共同研究拠点、附属病院、本部。
３．「教授等」は、「学長」、「副学長」及び「教授」の合計。

(％)

科学技術・学術における男女共同参画の推進に係る現状②
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順位 国名 値

1 アイスランド 0.892
2 フィンランド 0.861
3 ノルウェー 0.849

11 ドイツ 0.796

16 フランス 0.784

23 英国 0.775

30 アメリカ 0.763

102 韓国 0.687

107 中国 0.682

119 アンゴラ 0.657
120 日本 0.656
121 シエラレオネ 0.655

第５次男女共同参画基本計画～ すべての女性が輝く令和の社会へ ～ 説明資料
令和２年12月25日

(1)新型コロナウイルス感染症拡大による女性への影響
(2)人口減少社会の本格化と未婚・単独世帯の増加
(3)人生100年時代の到来（女性の51.1％が90歳まで生存）
(4)法律・制度の整備（働き方改革等）

閣 議 決 定

社会情勢の現状、予想される環境変化及び課題

 2030年代には、誰もが性別を意識することなく活躍でき、指導的地位に
ある人々の性別に偏りがないような社会となることを目指す。

そのための通過点として、2020年代の可能な限り早期に指導的地位に占
める女性の割合が30％程度となるよう目指して取組を進める。

• 「202030目標」：社会のあらゆる分野において、2020年までに、指導的地位

に女性が占める割合が、少なくとも30％程度となるよう期待する（2003年に

目標設定）

• この目標に向けて、女性就業者数や上場企業女性役員数の増加等、道筋をつ

けてきたが、全体として「30％」の水準に到達しそうとは言えない状況。

• 国際社会に目を向けると諸外国の推進スピードは速く、日本は遅れている。

政治分野（有権者の約52％は女性）
• 立候補や議員活動と家庭生活との両立が困難
• 人材育成の機会の不足
• 候補者や政治家に対するハラスメント
経済分野
• 管理職・役員へのパイプラインの構築が途上
社会全体
• 固定的な性別役割分担意識

政策・方針決定過程への女性の参画拡大

(5)デジタル化社会への対応（Society 5.0）
(6)国内外で高まる女性に対する暴力根絶の社会運動
(7)頻発する大規模災害（女性の視点からの防災）
(8)ジェンダー平等に向けた世界的な潮流

「世界経済フォーラム」（ダボス会議）
ジェンダー・ギャップ指数 2021 156か国中 120位

衆議院の女性議員比率

（出典）列国議会同盟（2020年10月時点）
下院又は一院制議会における女性議員割合。

管理的職業従事者に占める女性の割合

国名 割合(%) クオータ制の状況

フランス 39.5 • 法的候補者クオータ制
• 政党による自発的なクオータ制

イギリス 33.9 • 政党による自発的なクオータ制

ドイツ 31.2 • 政党による自発的なクオータ制

アメリカ 23.4 -

韓国 19.0 • 法的候補者クオータ制

日本 9.9 -
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＜新しい目標＞

（％）

・進捗が遅れている要因
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大学・大学院等の理工系の教員(講師以上)に占める女性割合(%)

第４分野 科学技術・学術における男女共同参画の推進（抄）

主な具体的取組と成果目標

項目 現状 成果目標（期限）

大学の理工系の教員（講師以上）に占める
女性の割合

理学系：8.0％、工学系：4.9％
（2016年）

理学系：12.0％、工学系： 9.0％
（2025年）

大学（学部）の理工系の学生に占める女性
の割合

理学部：27.9％、工学部：15.4％
（2019年）

前年度以上
（毎年度）

・科学技術・学術関連機関の理事長・学長・研究所所長の女性比率を把握し、公表する。
・国が関与する競争的研究費の採択条件に、事業の特性も踏まえつつ、男女共同参画の視点の有無と取組状況や、出産・育児・介
護等に配慮した取組を評価する項目の設定を進める。

・若手研究者のポスト拡大に向けた施策や、若手研究者向けの研究費等の採択において、育児・介護等により研究から一時的に離
脱した者に対して配慮した応募要件となるよう促す。

・大学や研究機関に対して、アカデミックハラスメントなど各種ハラスメントの防止のための取組が進められるよう必要な情報提
供等を行うなど、各種ハラスメント防止等の周知徹底を行う。また、学生等関係者も含めた防止対策の徹底を促進する。

・大学、研究機関、学術団体、企業等の協力の下、女子児童・生徒、保護者及び教員に対して、理工系進路選択のメリット、理工
系分野の仕事内容やキャリアに関する理解を促すとともに、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の払しょくに取り
組み、女子生徒の理工系進路選択を促進する。

（目標）

（目標）

4資料出所：文部科学省「学校基本統計」（各年５月１日現在）
※資料出所は、実績値の出所を示すもの
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理工チャレンジ（リコチャレ！） ～女子生徒等の理工系への進路選択を促進～

リコチャレ応援団体
募集

ウェブサイト

「理工チャレンジ」
・ イベント情報 ・ロールモデル情報
・ 団体からの応援メッセージ

シンポジウム
・有識者や実際に活躍する女性研究者

・技術者（ロールモデル）による情報発信
・IT業界で活躍する女性(ロールモデル)

提示等

募集

夏のリコチャレ
・夏休み期間中、大学、企業

学術団体等がイベントを実施

・内閣府・文科省・経団連がサポート
・令和元年実績 100団体179イベント実施

約36,000名が参加

理工系女子
応援ネットワーク会議

・理工系女子応援ネットワークに登録した
団体が出席

・相互連携に向けた情報共有や取組方針
を検討

理工チャレンジの趣旨に賛同する
大学・企業・学術団体等 808 団体

令和３年４月現在

理工系女子
応援ネットワーク

リコチャレ応援団体のうち、具体的な
支援を行っている団体

200団体

令和３年４月現在

調査研究 男女共同参画に配慮した中学生向け理数系教育に関する指導者啓発資料についての調査研究（令和２年度）

「STEM Girls Ambassadors」によるロールモデルの紹介

5
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男女共同参画の視点を取り込んだ
理数系教科の授業づくり

～中学校を中心として～

教員等の指導者の方々へ向けて、

〇男女共同参画の視点の必要性
〇無意識に持っていた固定概念・考え方や言動への気付き

＜無意識に行っている言動＞
・テストの点数の良かった女子生徒に、「女子なのに数学／理科ができて、すごいね」
と言葉をかけている

・理科の実験授業において、操作は男子、記録は女子、という生徒間の役割分担が自然と
できており、それに任せている

〇男女共同参画に配慮した理数授業の事例
〇教員のアドバイスをきっかけに理数系に進んだ女性の事例

等から構成される、啓発資料「男女共同参画の視点を取り込んだ理数系教科の
授業づくり～中学校を中心として～」を作成。

啓発資料

▲生徒が実際に行った板書発表の内容

▲男女別グループでの実験の様子

▲授業で生徒が作成したイルミネーションの一部▲じゃんけんをしながら確率を計算する様子

文部科学省と連携して普及を図り、教員等の指導者の無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）の払しょくに取り組む。
※文部科学省から都道府県教育委員会に対し通知を発出する予定（６月中）。
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